
彙

報

駄
禽
畢
讃
書
画
濁
禽

　
　
　
三
月
十
五
日
午
後
六
時
勧
工
集
會
所
に
於
て
開
枕
七
時
著
席
晩
盤
を
共
に

　
　
し
後
左
記
報
告
あ
り
。
十
時
壮
年
す
。
出
席
者
米
田
講
師
、
山
口
文
目
士
、
學

　
　
生
八
名
。

　
　
　
　
飛
遷
化
さ
れ
た
る
法
王
の
必
要
　
　
　
　
　
大
　
澤
　
鷲
碕
雄
氏

　
　
　
右
は
華
聖
頓
ピ
ー
タ
ー
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
塗
、
ス
ビ
｝
ク
氏
の
所
論
に
し

　
　
て
、
米
翻
に
於
け
る
主
と
し
て
不
熟
練
職
工
が
勢
働
に
瀾
干
し
て
被
れ
る
個

　
　
々
に
は
比
較
的
少
額
な
る
損
害
た
封
ず
る
不
挙
、
随
っ
て
訴
訟
を
燵
理
す
る

　
　
現
行
の
法
制
蚊
改
箪
方
針
如
何
を
説
け
る
も
の
な
り
。

　
　
　
、
第
一
段
に
は
此
等
の
損
轡
を
來
す
諸
種
の
繋
囚
と
し
て
（
一
）
賃
銀
に
付
い

　
　
て
は
寸
　
一
定
期
間
の
勢
弘
遠
賃
銀
の
全
部
若
く
は
一
部
の
丈
挑
を
拒
絶
さ
れ

　
　
た
る
愚
直
、
　
時
間
外
野
日
曜
日
勢
働
の
割
櫓
を
約
し
な
が
ら
支
挑
日
に
之
を

　
　
担
絶
さ
れ
た
る
揚
合
、
契
約
を
爲
さ
ず
し
て
勢
撫
せ
る
に
豫
想
外
に
低
廉
な

　
　
る
賃
銀
を
提
供
さ
れ
た
る
場
合
、
傭
主
の
手
元
に
溜
ま
り
た
る
賃
銀
の
踏
倒
、

　
　
モ
　
も

　
　
山
勘
會
磯
の
眞
儒
罵
れ
か
に
よ
る
破
産
よ
り
貼
る
賃
銀
の
不
挑
、
小
切
手
等

　
　
に
よ
り
て
支
聯
は
れ
た
む
賃
銀
の
劇
引
、
族
費
等
の
損
失
、
（
二
）
私
設
雇
傭
嘉

　
　
務
所
（
口
入
屋
）
に
付
い
て
は
、
法
外
な
る
手
数
料
．
仕
事
先
に
落
附
か
さ
る

　
　
に
手
筆
料
を
沸
戻
さ
す
、
　
叉
仕
事
も
な
き
に
諸
方
へ
行
か
せ
て
手
数
料
を
踊
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@
ら
せ
且
時
間
及
旅
裂
を
浪
費
せ
し
む
る
よ
り
來
る
損
失
、
（
三
）
地
代
、
賄
料
、

6
　
酒
保
資
品
の
割
高
、
（
四
）
病
院
料
（
入
院
料
に
あ
ら
ず
）
の
不
廉
、
而
か
も
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
彙
　
　
　
　
報

乎
に
傭
主
が
賃
銀
よ
り
差
引
く
こ
と
、
（
五
）
罰
金
、
（
）
傭
主
被
傭
者
隅
の

契
約
な
る
も
の
が
不
公
準
な
る
よ
り
又
勢
働
條
件
の
虐
僑
の
意
思
表
示
よ
リ

來
る
損
失
、
（
七
）
職
工
長
の
、
U
o
げ
－
α
q
冨
津
．
、
（
虐
僑
の
解
雇
の
保
障
と
し
て

　
　
　
　
へ
　
　
も

職
工
よ
リ
ハ
皐
ル
金
）
（
八
）
商
利
貸
（
一
〇
ρ
⇔
あ
げ
菖
回
諮
と
純
名
す
）
及
び
年
賦
斑

屋
、
　
（
九
）
諸
種
の
詐
欺
に
よ
り
被
れ
る
損
害
を
暴
げ
た
り
。

　
第
二
段
に
は
此
難
風
働
上
の
損
害
よ
り
起
る
不
平
及
訴
訟
を
庭
理
す
る
法

律
制
度
を
興
野
詳
述
せ
り
。
要
約
す
れ
ば
公
の
も
の
に
は
、

　
一
、
各
州
移
民
局
及
委
員
　
移
民
勢
働
者
の
み
に
關
す
。

　
二
、
各
州
勢
働
者
　
大
曲
心
的
職
務
と
し
て
は
之
を
規
定
せ
ず
。

　
三
、
喝
h
o
。
。
Φ
o
β
¢
ロ
σ
p
客
8
月
ロ
①
団
刑
事
關
係
方
面
に
て

　
四
、
下
級
裁
判
所
　
大
多
数
は
手
…
数
料
劉
度
に
て
口
頭
の
畿
訴
を
受
理
せ

ず
随
っ
て
辮
護
士
を
傭
は
ざ
る
可
か
ら
ず
鼻
偏
裁
判
は
手
簿
泣
顔
κ
し
て
一

年
も
長
引
く
こ
と
あ
り
自
然
資
力
あ
る
傭
主
側
の
勝
訴
と
な
る
。
之
に
鑑
み

近
來
俗
に
り
o
o
u
銅
壷
⇔
、
醜
o
o
5
＃
と
呼
ば
る
蕊
も
の
若
干
の
都
市
に
起
れ
り
。

　
O
o
口
。
箒
簿
ざ
昌
o
o
自
脈
　
一
九
一
三
年
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
市
立
裁
判
所
内
に

創
設
さ
る
、
　
五
十
弗
以
下
の
訴
訟
を
漉
扱
ひ
訴
訟
の
内
容
と
公
判
の
日
取
を

書
留
郵
便
に
て
被
告
に
通
知
す
、
原
被
｝
附
造
共
凝
護
士
を
附
せ
し
め
ず
。

　
。
。
日
註
9
び
8
話
、
8
艮
一
年
言
前
カ
ン
サ
ス
州
の
諸
市
に
開
設
さ
る
二

十
弗
迄
の
民
事
訴
訟
は
一
切
略
式
な
れ
ど
・
も
澱
密
な
る
法
律
的
方
法
に
て
解

決
す
、
雨
造
は
愚
論
士
を
附
す
る
を
得
ず
、
裁
判
費
を
要
せ
ず
。

　
】
）
O
誓
ぴ
。
沸
暮
帰
一
。
一
巳
巨
の
　
市
俄
吉
市
心
立
識
気
密
内
に
一
九
一
五
年
に

設
け
ら
る
、
　
三
十
五
弗
多
寡
の
事
伴
を
㎝
常
識
的
談
話
を
以
て
形
付
く
、
解
決

迅
速
な
り
、
是
叉
三
塁
士
を
附
せ
し
め
ず
。
　
　
　
　
　
　
　
　
岬

　
五
、
公
設
雇
傭
事
務
官
　
口
入
屋
監
督
椛
を
有
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
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哲
　
學
　
研
　
究
　
　
第
十
四
號

　
六
、
冒
菩
。
弓
包
客
房
の
⇒
a
μ
茄
弱
り
　
調
停
を
任
務
と
す
れ
と
最
後
に
は
聯
護

士
に
渡
す
。

　
七
、
男
島
げ
嵩
O
鋤
Φ
断
O
ロ
自
①
H
　
一
九
一
四
年
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
郡
に
創
設
さ

る
刑
珊
々
件
の
外
、
依
頼
に
よ
り
噌
百
弗
未
瀧
に
し
て
其
要
求
が
裁
判
所
に

て
有
妻
帯
行
さ
わ
得
べ
し
と
認
む
る
場
A
．
に
限
り
、
嚇
護
士
を
傭
ふ
能
は

・．

ｳ
る
者
の
賃
銀
取
立
其
他
の
民
纂
要
求
に
付
訴
訟
を
行
ふ
可
し
、
主
任
助
手

智
罪
障
に
し
て
法
律
に
關
す
る
助
力
は
無
料
な
り
、
官
梅
を
有
す
る
故
和
解

に
便
な
り
、
給
料
旋
費
等
厚
金
庫
よ
u
支
碍
さ
る
。

　
八
、
置
岱
ロ
冒
ぜ
巳
ざ
σ
Q
P
ゲ
訟
伽
げ
5
円
①
，
9
　
緻
焦
・
前
ミ
ツ
ソ
リ
朝
州
カ
ン
サ
ス

市
κ
創
設
さ
る
、
職
官
た
し
て
費
用
は
市
愈
よ
り
維
持
に
適
嘗
な
る
丈
支

臆
す
。

私
の
も
の
に
は
、

　
一
、
H
為
碗
阜
唱
導
。
。
O
旦
Φ
高
　
害
附
囎
下
等
に
よ
り
維
篇
一
さ
る
蕊
私
設
の
慈

善
團
雌
な
り
、
法
律
に
關
す
る
助
力
を
求
む
る
者
に
は
名
ば
か
り
の
料
金
を

課
す
、
　
是
れ
其
仕
窮
を
比
較
的
慈
毒
口
的
と
見
せ
ぬ
た
め
と
贅
金
の
足
し
薗
に

す
る
に
あ
り
、
此
は
物
質
的
帳
面
の
外
貞
愈
心
あ
る
人
は
形
式
如
犠
何
に
不
拘

慈
善
を
乞
は
さ
る
と
官
椛
を
有
せ
さ
る
た
め
和
解
を
な
さ
し
む
る
に
便
な
ら

ざ
る
の
露
出
あ
り
。

　
二
、
　
｝
般
五
色
團
艦
　
法
律
に
關
す
る
助
力
を
與
ふ
る
を
事
業
の
一
部
と

す
る
も
大
津
幼
稚
な
リ
。

　
三
、
辮
護
士
　
一
流
の
も
の
は
小
事
露
な
れ
ば
報
手
に
せ
ず
、
　
下
等
な
る

は
勢
働
者
を
上
物
に
す
。

　
第
三
段
に
は
此
種
の
必
要
に
鷹
ず
る
更
に
適
切
な
る
法
律
制
慶
如
何
を
論

じ
先
づ
大
膿
上
一
州
一
市
に
限
ら
ず
全
國
大
の
規
模
の
こ
改
革
を
必
要
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二

其
は
（
一
）
有
能
な
る
怪
事
士
を
傭
ふ
能
は
ざ
る
市
民
κ
封
ず
る
公
の
法
律
的

助
押
力
（
二
）
訴
訟
手
績
箭
略
迅
蓮
而
か
も
無
料
な
る
公
亭
無
私
の
裁
興
所
解
れ

な
り
。

　
囹
β
ぴ
財
。
蜘
傷
魯
富
y
寓
覗
見
。
首
矩
一
げ
σ
q
箭
簿
笛
び
毎
①
註
堕
団
o
o
胃
匿
言
、
。
ユ

。
o
届
昌
等
の
成
功
せ
る
は
左
の
改
箪
を
施
す
の
手
段
を
示
す
も
の
と
し
、
第
一

者
と
第
二
者
と
は
共
に
公
の
維
持
、
共
に
丈
宜
に
て
大
差
な
け
れ
ど
亀
第
一
・

者
は
飴
筍
と
云
ふ
語
な
き
丈
第
二
者
よ
り
優
わ
り
と
せ
り
一
（
離
塁
の
臭
昧
あ

り
と
諌
ふ
也
）
　
下
級
裁
判
所
の
改
革
に
は
諸
説
あ
れ
ど
も
緻
洲
式
工
業
裁
鋼

所
の
重
度
は
米
國
に
は
術
早
不
可
能
と
し
新
設
よ
り
は
現
存
の
も
の
を
改
善

す
る
を
可
と
し
（
一
）
民
騨
々
件
に
於
け
る
裁
判
料
其
弛
の
難
訓
所
費
の
慶
止

（
ご
）
書
面
の
融
醐
求
と
繋
護
士
と
の
必
要
を
除
去
す
る
底
の
手
継
の
簡
略
（
三
）

藩
件
の
旭
速
な
る
虞
理
を
其
眼
目
と
せ
よ
と
醗
き
貧
民
の
裁
判
の
施
行
は
無

料
而
か
も
公
嚢
に
て
せ
よ
、
慈
善
に
あ
ら
で
言
切
た
る
可
し
と
結
ぶ
。

美
畢
美
術
史
硯
洗
會

　
三
月
二
十
四
日
午
後
七
時
よ
り
學
生
集
會
所
に
於
て
例
會
を
開
き
、
左
の

講
演
あ
り
。

　
　
白
耳
義
美
術
談
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
喜
二
蹄
氏

　
プ
ン
・
ア
イ
ワ
兄
弟
の
晋
よ
リ
、
最
近
、
民
の
就
い
て
學
び
た
り
と
言
ふ
ク

ロ
ッ
ス
氏
等
に
至
る
ま
で
、
其
大
牛
は
未
だ
我
邦
に
は
多
く
紹
介
せ
ら
れ
ざ

る
諸
々
の
白
年
報
家
を
列
摯
し
て
、
そ
の
一
般
の
傾
向
、
各
々
の
特
質
等
に
就

き
、
多
年
同
國
に
留
ま
り
て
、
　
親
し
く
一
々
の
翁
作
品
よ
り
得
た
る
親
察
の
結

果
に
本
つ
い
て
、
簡
潔
に
し
て
し
か
も
甚
だ
喀
示
に
寓
め
る
内
部
的
批
詳
を

試
み
た
り
。

、



　
　
　
　
心
理
學
讃
書
會

　
三
h
月
十
七
日
午
後
七
時
よ
臼
心
理
學
・
貸
瞼
場
に
於
て
開
専
管
左
の
漁
講
演
あ

り
。

　
　
爾
薫
育
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
交
學
士
　
黒
　
　
田
　
源
　
次
氏

　
　
信
州
敏
育
會
歌
況
　
　
　
　
文
學
士
禰
崎
門
太
郎
氏

寄
贈
薙
誌

哲
學
礫
誌
、
心
理
研
究
、
丁
酉
倫
理
・
曾
講
演
藥
、
束
洋
哲
學
、
束
ψ
の
光
、

早
租
襟
丈
學
、
學
校
教
育
、
教
育
、
内
外
教
育
応
諾
、
警
通
教
育
、
教
育
研

究
、
教
育
學
適
業
、
新
公
論
、
教
育
時
論
、
語
論
教
育
、
兵
庫
敏
育
、
灘
岡

縣
敏
育
、
岐
阜
縣
教
育
、
三
重
敏
育
、
愛
知
縣
教
育
難
誌
、
長
隣
縣
敏
育
難

誌
、
都
幣
敏
育
、
信
濃
敏
育
、
　
佐
賀
縣
教
育
、
宮
城
敏
青
、
愛
媛
敏
育

號　蘭

数
理
の
認
識
：
：
：
・
：
：
：
：
：
・
：

濡
物
細
工
的
下
問
閾
の
測
定
：
：
：
・
：

自
彊
に
於
け
る
直
観
と
反
省
（
承
前
）
：
：
：

美
學
の
基
礎
に
就
て
の
考
察
（
承
溺
）
：
：
：

コ
ー
エ
ン
の
非
有
に
就
い
て
：
：
・
：
・
：

彙
報
－
一
新
著
紹
介
，
－

：
：
：
：
：
：
：
文
學
士

・
、
・
・
・
…
　
　
、
巳
：
　
交
學
士

：
・
・
：
…
、
・
。
：
丈
學
博
士

：
：
：
・
．
・
：
：
　
丈
學
博
士

・
・
：
・
・
：
・
・
…
：
叉
霊
異

田黒
　
　
田

西
　
田

深
　
　
田

岡
　
無

二　
　
源

　
　
多

　
　
康

留
　
次

郎 算　郎　　次　　元
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